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しずおか                                           ２０１７年 １０月 ２５日         

県勤協連ニュース             ３２６号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

          ホームページ   http://www.kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net 
 

沖縄県道１０４号線超え実弾砲撃演習反対！ 

オスプレイの配備と飛行訓練に反対する県民集会 
 

 

県平和・国民運動センタ－、憲法擁護静岡県民連合、

県勤協連主催の「県民集会」が９月９日（土）１３時３

０分から御殿場市中畑・桜公園で１５０名が参加して開

催されました。集会は主催者３団体から「実弾砲撃演習

は、危険性と強い反対運動の中で本土５ヶ所へ移転分散

されましたが、基地負担軽減ではなく、日本全国への拡

大強化になっています。また、オスプレイ配備と危険な

飛行訓練に県民の意思表示として反対します。」との挨

拶がありました。 

 そして、協力４団体から連帯の挨拶・問題提起があり、

「県民集会アピ－ル」を採択して 

滝ヶ原駐屯地、米軍キャンプ東富士に向けてデモ行進を

行いました。県勤協連からは東・中部の６地区勤労協が

参加しました。 

 集会終了後、防衛省、米軍責任者、米国大使館、静岡

県、御殿場市、裾野市、小山町    に訓練の中止を

求める「申し入れ」を行いました。 

 

 

第３７回憲法擁護静岡県民連合定期総会開催 
 

 県勤協連が加盟している憲法擁護静岡県民連合の第３７回定期総会が１０月１８日１３：３０から

静岡労働会館で開催されました。総会では２０１６年度活動報告及び２０１７年度活動方針が提案さ

れ承認されました。 

 具体的な活動では、①平和フォ－ラムへの積極的参加 ②９条を実現する会と連携した取組み ③

平和行政の推進 ④米軍と自衛隊の一体となった戦争法案にあくまで反対する⑤「戦争をさせない１

０００人委員会・静岡」と連携した運動などを進めることとした。 

 ２０１７年度役員は以下のとおりです。 

代表委員 渡邉敏明（県平和センタ－）橋本勝六（社民党県連合） 

事務局長 鈴井孝雄（県平和センタ－）同次長 乙黒悟郎（社民党県連合） 

常任委員 福井豊（県勤協連）他１２名 
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 引続き、「しずおか憲法９条を擁護し実現する会２０１８年度定期総会」が開催されました。具体

的な活動として ①憲法改悪阻止の運動 ②脱原発の実現、自然エネルギ－中心の社会を求める活動 

③基地撤去とオスプレイのキャンプ富士訓練反対の活動 ④各地域 

の護憲・９条を護る会の活動の活性化。などの取組みについて承認されました。 

 ２０１８年度役員は以下のとおりです。 

会長 渡邉敏明（県平和センタ－） 

副会長 橋本勝六（社民党県連合）糸賀誠（県平和センタ－）堀内武治（県勤協連） 

事務局長 大河内俊雄（社民党県連合）同次長 鈴井孝雄（県平和センタ－） 乙黒悟郎 

（社民党県連合）委員 福井豊（県勤協連）他９名 

 

静岡県労福協２０１７年度第１回幹事会 
  
県勤協連が加盟する県労福協の幹事会が９月２６日１５：００からロッキセンタ－で開催されました。

幹事会でははじめに池冨理事長の挨拶と、大滝専務理事から報告事項及び 

議案１．役員の変更（幹事） 議案２．２０１７年度活動状況 ①全体進捗の状況 ②各地域・地区

労福協における「語り部育成ゼミ」の開催状況 議案３．生活底上げ・共助拡大キャンペ－ン ①重

点テ－マ ②具体的な活動。などについて提案がされ確認されました。 

 

 

☆袋井市勤労協 

恒久平和を願い平和展開催 

悲惨な戦争や原爆の真実と平和の尊さを後世に伝える

ため「袋井勤協・第９回平和写真展」を８月１４～１８

日市役所ギャラリーで開催しました。 

広島・長崎原爆投下後や沖縄戦、空襲の記録写真、日章

旗他の戦争資料品等を展示。 

中日新聞・静岡新聞掲載の記事や市内の中学校・公民館

へ配布したチラシを見て、300名余が来場されました。 

 

折り鶴コーナーで出来上がった

千羽鶴は広島平和記念公園「原爆

の子の像」展示ブースに奉納して

頂きました。 

会場で 54名に協力頂いたアンケ

ートの感想意見について順次報

告していきます。 

 

（写真左：中日新聞 

2017年 8月 15日） 

 

各地区活動報告 
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今回は１０代の皆さんの率直な感想 10名分を掲載します。 

（女性）普段知ることのできないリアルな戦争について知ることが  

できたため、とても興味深かった。戦争を知らない私たち若い世 

代こそ来るべきであると思った。 

（男性）僕たち戦争を知らない世代がもっともっと戦争のことを知 

って次の世代に語りつがなければいけないと改めてかんじまし 

た。 

（男性）あまり知らない戦争を知ることができて、いい機会になっ  

た。 

（女性）昔から戦争について知っていましたが、今回色々な写真を 

見て戦争の悲惨さが分かりました。死にたくなくても死んでしま  

った人は、たくさんいるので私もその人の分までちゃんと生きよ 

うと思います。戦争のない平和な世の中になりますように。 

（女性）私は、初めて来ました。今学校で戦争の学習をしているの 

でいい機会になりました。 

昔は、ものすごい人の命がなくなってしまったけど、生き残ってしまった人は、私もあの時死んじ 

ゃえばよかったと思ったと思います。死んでしまって悲しいけれど生き残った人もおもいだすと、 

生きずらいと思います。私もこんな戦争は、もうないことを願っております。 

みんなが平和なくらしができるようにもうこんな思いをしないように。 

（女性）戦争は体験したことないけど、本当に怖いものだと思いました。毎年開催して戦争を知らな 

い人達に平和の素晴らしさを伝えて欲しいです。開催して頂いてありがとうございます。 

（女性）知らなかったことが分かってよかったです。 

怖い映像などがあったけど目をそらさずに見れたのでよかったです。 

（女性）戦争をしている時に起こったことや原ばくについてよく知ることができた。 

（女性）かわいそうだな。私もこんな目に合いたくないなと思いました。 

（男性）原子ばくだんが落ちて、皮ふがたれてとてもかわいそうで悲しかった。 

※原文のまま報告しました。 

会員集会開催  認知症の学習会 

 ９月１６日「認知症を知ろう 予防しよう 地域で支えよ

う」をテーマに駅前・高尾・袋井地区会員を対象の集会を勤

協会館で開催しました。 

認知症になっても安心して暮らせるまちづくりとして全国

の自治体が取組んでいる養成講座です。    

このサポーター講座の受講者は、認知症を正しく理解し認

知症の人や家族の応援者になってまちで働く人として、でき

る範囲で手助けをする。 

又、地域のリーダーとしてまちづくりの担い手に育ってい

くことも期待されています。 
 

交通安全を願い 

カーブミラー清掃実施 
 
秋の交通安全運動期間中の活動として毎年行っていま

す「カーブミラー清掃・点検」を、９月２３日（土）１５

名が、３班に分かれて久能地区６６箇所で実施しました。 

（写真右：中日新聞 2017年 9月 27日） 

（袋井勤協ニュース ＮＯ．４２５・４２６より） 
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